
今
瀬
剛
一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
11
年
（
一
九
三
六
）
東
京
生
ま
れ

昭
和
19
年
（
一
九
四
四
）
父
の
生
地
で
あ
る
茨
城
県
東
茨
城
郡
小
松
村

（
現
在
の
城
里
町
）に
疎
開
し
、
以
後
同
地
に
住
む
。

茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校
時
代
に
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
俳
人
で
も
あ
っ
た
音
楽
教
師
・
瀧
豊
（
俳
号
：
鼓
泉

子
）の
指
導
の
も
と
で
俳
句
の
作
成
を
開
始
す
る
。

昭
和
36
年
（
一
九
六
一
）
「夏
草
」
入
会
。

昭
和
46
年
（
一
九
七
一
）
「
沖
」創
刊
と
と
も
に
参
加
し
能
村
登
四
郎
に
師
事
。

昭
和
61
年
（
一
九
八
六
）
「対
岸
」を
創
刊
・主
宰
。

平
成
20
年
（
二
〇
〇
八
）
句
集
『水
戸
』に
よ
り
第
47
回
俳
人
協
会
賞
受
賞
。

現
在

俳
人
協
会
名
誉
会
員

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
評
議
委
員

日
本
文
藝
家
協
会
会
員

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

東
京
新
聞
茨
城
版
「ひ
た
ち
俳
壇
」の
選
者

大
子
町
観
光
大
使
な
ど
を
務
め
る
。

句
集

『対
岸
』『約
束
』『週
末
』『高
音
』『晴
天
』『仲
間
』

『大
祖
』『新
船
』『水
戸
』『地
力
』『甚
六
』

俳
書

『余
情
の
文
学
』『
季
語
実
作
セ
ミ
ナ
ー
』『新
・選
句
練
習
帳
』

『芭
蕉
体
験
・三
冊
子
を
よ
む
』『芭
蕉
体
験
・去
来
抄
を
読
む
』

『能
村
登
四
郎
ノ
ー
ト
』
㈠
・㈡

な
ど
。



季
感
派
と
い
う
立
場
か
ら

今
瀬
剛
一

一

は
じ
め
に

ア

「季
語
」か
「季
題
」か

「公
認
さ
れ
た
美
の
題
目
」を
季
題
、
「そ
の
美
の
公
認
さ
れ
て
い
な
い
、

季
節
の
様
々
な
詞
」を
季
語
と
言
う
。

(

山
本
健
吉)

イ

一
般
的
な
「季
語
」に
対
す
る
考
え
方
の
区
分

㋐

有
季
派

㋑

無
季
容
認
派

㋒

無
季
派

ウ

私
の
立
場
は
、
季
感
派
と
で
も
言
い
た
い
。

二

芭
蕉
の
立
場

ア

芭
蕉
の
季
に
対
す
る
基
本
姿
勢

・・・発
句
も
四
季
の
み
な
ら
ず
、
恋
・旅
・名
所
・離
別
等
の
句
あ
り

た
き
も
の
也
。
さ
れ
ど
い
か
な
る

故
あ
り
て
、
四
季
の
み
と
は
定
め

置
か
れ
け
ん
、
そ
の
事
を
知
ら
ざ
れ
ば
暫
黙
止
侍
る
也
。
（
『去
来
抄
』）

・・・季
節
の
一
ツ
も
さ
か
し
出
し
た
ら
ん
は
、
後
世
に
よ
き
賜
也
と
・・

（
『去
来
抄
』）

・・今
日
去
来
き
せ
る
の
掃
除
、
去
來
一
世
之
初
た
る
故
、
き
せ
る
の

掃
除
壬(

閏)

五
月
と
季
を
定
申
候
・・（
支
考
宛
書
簡
）

イ

芭
蕉
の
無
季
の
作
品
二
句

歩
行
な
ら
ば
杖
突
坂
を
落
馬
哉
（
『笈
日
記
』）

海
に
降
る
雨
や
恋
し
き
浮
身
宿



三

七
十
年
の
俳
句
体
験
を
通
し
て

ア

高
等
学
校
校
時
代
の
恩
師
、
瀧
豊
（
鼓
泉
子
）先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

初
め
て
の
作
品原

句

く
ち
す
す
ぎ
仰
ぎ
て
見
れ
ば
た
だ
青
葉

添
削
句

く
ち
す
す
ぎ
仰
ぎ
眺
め
む
夏
木
立

イ

山
口
青
邨
先
生
か
ら

風
土
・季
の
重
要
性
・季
の
中
に
生
き
て
い
る
よ
う
な
先
生

み
ち
の
く
の
町
は
い
ぶ
せ
き
氷
柱
か
な

山
口
青
邨

蟋
蟀
の
こ
の
一
徹
の
貌
を
見
よ

山
口
青
邨

笑
ふ
山
か
ら
郵
便
夫
来
る
足
音
す

今
瀬
剛
一

夕
月
や
破
船
に
沈
む
時
が
来
し

今
瀬
剛
一

ウ

能
村
登
四
郎
先
生
か
ら
得
た
も
の

方
丈
の
大
庇
よ
り
春
の
蝶

高
野
素
十

一
月
の
川
一
月
の
谷
の
中

飯
田
龍
太

火
を
焚
く
や
枯
野
の
沖
を
誰
か
過
ぐ

能
村
登
四
郎

睦
み
て
は
拒
み
忘
春
の
石
十
五

能
村
登
四
郎

新
し
き
蛇
草
ほ
ど
に
匂
ひ
け
り

今
瀬
剛
一

ま
つ
す
ぐ
に
蒔
く
こ
と
の
他
考
へ
ず

今
瀬
剛
一



四

季
感
派
の
立
場

俳
句
は
、
「①
今
、
②
こ
こ
に
、
③
生
き
て
い
る
、
④
自
分
の
感
動
を
詠
む
」

ア

季
語
の
本
意
に
つ
い
て

例
え
ば
「さ
く
ら
」

開
く
書
の
第
一
課
さ
く
ら
濃
か
り
け
り

能
村
登
四
郎

ゆ
さ
ゆ
さ
と
大
枝
ゆ
る
る
桜
か
な

村
上
鬼
城

夕
桜
折
ら
む
と
白
き
の
ど
見
す
る

横
山
白
虹

も
う
勤
め
な
く
て
も
い
い
と
桜
咲
く

今
瀬
剛
一

咲
き
満
ち
て
な
ほ
咲
く
桜
押
し
合
へ
る

今
瀬
剛
一

地
震
に
も
散
ら
ぬ
桜
で
あ
り
に
け
り

今
瀬
剛
一

イ

新
し
い
季
語
、
季
語
の
復
活

万
緑
の
中
や
吾
子
の
歯
生
え
初
む
る

中
村
草
田
男

吹
越
や
見
え
ざ
る
嶺
々
の
鏘
然
と

加
藤
楸
邨

鞦
韆
に
腰
か
け
て
読
む
手
紙
か
な

星
野
立
子

地
方
の
言
葉
を
季
語
と
し
て
生
か
す

海
へ
十
里
シ
ガ
湧
き
上
が
り
湧
き
上
が
り

今
瀬
剛
一

木
の
根
明
く
木
々
が
背
の
び
を
始
め
け
り

三
浦
香
都
子

ウ

季
重
な
り
句
の
中
の
季
語

啄
木
鳥
や
落
葉
を
い
そ
ぐ
牧
の
木
々

水
原
秋
櫻
子
（
啄
木
鳥
・秋
）

く
も
の
糸
ひ
と
す
ぢ
よ
ぎ
る
百
合
の
前

高
野
素
十
（
百
合
・夏
）

蝶
落
ち
て
大
音
響
の
結
氷
期

富
沢
赤
黄
男
（
結
氷
・冬
）

紫
陽
花
に
秋
冷
い
た
る
信
濃
か
な

杉
田
久
女
（
秋
冷
・秋
）



エ

忌
日
俳
句

「糸
瓜
忌
」と
か
「時
雨
忌
」と
か
忌
日
に
季
節
感
の
あ
る
も
の

あ
く
び
し
て
い
で
し
泪
や
啄
木
忌

木
下
夕
爾

あ
ら
ひ
た
る
障
子
た
て
か
け
一
葉
忌

久
保
田
万
太
郎

た
ま
し
ひ
の
た
と
へ
ば
秋
の
ほ
た
る
か
な

飯
田
蛇
笏

冬
の
山
さ
よ
な
ら
さ
よ
な
ら
さ
や
う
な
ら

今
瀬
剛
一

茅
花
流
し
痩
身
吹
か
れ
逝
き
し
か
な

（
鈴
木
豊
一
さ
ん
）

と
も
に
肩
組
み
た
る
昔
桐
一
葉

（
斎
藤
夏
風
さ
ん
）

五

ま
と
め

今
回
、
こ
の
お
話
を
す
る
た
め
に
季
語
を
深
く
考
え
て
み
た
。

ア

問
答
に
対
す
る
芭
蕉
の
判
断
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

例
一

凩
に
二
日
の
月
の
ふ
き
散
る
か

荷
兮

凩
の
地
に
も
落
と
さ
ぬ
し
ぐ
れ
哉

去
來

例
二

病
雁
の
夜
寒
に
落
て
旅
寝
哉

芭
蕉

海
士
の
屋
は
小
海
老
に
ま
じ
る
い
と
ゞ
哉

芭
蕉

芭
蕉
の
論
争
も
、
結
果
的
に
は
季
語
の
優
劣
で
あ
っ
た
。

イ

季
語
の
「暑
い
」「寒
い
」「や
や
暑
い
」「や
や
寒
い
」

ウ

最
近
の
異
常
気
象

熱
中
症
（
暑
気
、
暑
気
中
り
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
）線
状
降
水
帯
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